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●
協
議
内
容

　

先
進
町
の
条
例
内
容
を
参

考
に
、
条
例
の
枠
組
み
と
必

要
項
目
に
つ
い
て
様
々
に
協

議
を
行
っ
た
結
果
、
第
１
条

（
目
的
）・
第
２
条（
議
員
の

責
務
）・
第
３
条（
町
民
の
役

割
）・
第
４
条（
政
治
倫
理
基

準
）・
第
５
条（
請
負
契
約
等

及
び
指
定
管
理
者
に
関
す
る

遵
守
事
項
）・
第
６
条（
審
査

の
請
求
）・
第
７
条（
委
員

会
の
設
置
及
び
運
営
）・
第

８
条（
対
象
議
員
の
義
務
）・

第
９
条（
委
員
会
の
審
査
結

果
）・
第
10
条（
対
象
議
員
及

び
議
会
の
措
置
）・
第
11
条

（
請
求
に
よ
る
説
明
会
）・
第

12
条（
委
任
）・
附
則
か
ら
な

る
政
治
倫
理
条
例
の
骨
格
素

案
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
空
き
家
の
現
状

　

平
成
30
年
で
５
６
８
件
あ

り
、
そ
の
中
で
特
定
空
き
家

の
候
補
が
１
５
０
件
位
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
で
は
さ

ら
に
増
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
令
和
10
年
の
空
き
家
対

策
計
画
の
見
直
し
の
際
、
改

め
て
調
査
を
す
る
考
え
と
の

こ
と
で
し
た
。

●
空
き
家
バ
ン
ク

　

運
営
は
、
町
に
住
む
奥
様

方
達
、
子
育
て
を
し
て
い
る

お
母
様
達
で
組
織
さ
れ
て
い

る
未
来
塾
に
委
託
し
取
り
組

ん
で
き
た
と
の
こ
と
で
、
未

来
塾
の
メ
ン
バ
ー
は
住
民
と

の
付
き
合
い
の
中
で
得
ら
れ

た
空
き
家
の
情
報
や
町
の
情

報
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発

信
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

空
き
家
に
つ
い
て
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
内
覧
ま
で

は
町
の
担
当
者
が
実
施
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
は

不
動
産
業
者
や
未
来
塾
に
照

会
を
か
け
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
空
き
家
対
策
等
支
援
制
度

　

真
鶴
町
で
は
、
町
が
変
化

す
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
昔
か

ら
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
き

て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
後

世
に
真
鶴
ら
し
さ
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
重
視
し
て

お
り
、
空
き
家
を
求
め
る
方
、

移
住
さ
れ
る
方
は
真
鶴
町
の

良
さ
を
残
そ
う
と
す
る
美
の

基
準
を
求
め
て
来
て
い
る
方

が
多
い
と
の
こ
と
で
、
あ
え

て
支
援
は
実
施
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

●
空
き
家
の
現
状

　

空
き
家
率
は
17
％
で
県
内

で
は
10
番
目
に
多
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

(

株)

ゼ
ン
リ
ン
と
委
託
契
約

し
、
住
戸
、
住
宅
に
限
ら
ず
、

事
務
所
や
店
舗
等
全
て
を
調

査
し
、
ラ
ン
ク
を
付
け
て
、

特
に
活
用
で
き
る
空
き
家
に

対
し
て
は
、
積
極
的
に
市
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く

と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

●
空
き
家
バ
ン
ク

　

一
級
建
築
士
、
司
法
書
士
、

宅
地
建
物
取
引
士
等
の
資
格

を
持
っ
た
専
門
家
組
織
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
掛
川
ラ
ン
ド
バ
ン

ク
と
平
成
30
年
２
月
に
空
き

家
対
策
に
関
す
る
協
定
を
締

結
、
空
き
家
等
適
正
管
理
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
促
進
事
業
を
委

託
し
、
相
談
窓
口
、
空
き
家

バ
ン
ク
、
危
険
な
空
き
家
の

解
体
を
所
有
者
に
働
き
か
け

る
事
業
を
行
っ
て
も
ら
い
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き

る
組
織
体
制
と
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

●
空
き
家
対
策
等
支
援
制
度

　

今
年
度
、
空
き
家
対
策
の

目
玉
事
業
と
し
て
空
き
家
活

用
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
市
内
の
空
き
家
を
改

修
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
施
設
を
設
置
運
営
す
る

事
業
者
を
募
集
し
、
対
象
経

費
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

対
象
経
費
の
３
分
の
２（
限

度
額
１
千
万
円
）
を
補
助
す

る
形
で
募
集
を
し
て
、
４
件

採
択
し
て
き
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

●
今
後
の
予
定

　

政
治
倫
理
条
例
に
係

る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」
や
「
政

治
倫
理
条
例
の
委
任
規
程
」

●�

株
式
会
社
岩
手
く
ず
ま
き

ワ
イ
ン

　

酪
農
に
続
く
新
た
な
地
域

活
性
化
事
業
と
し
て
「
山
ぶ

ど
う
」
に
注
目
し
、
昭
和
61

年
に
会
社
を
設
立
、
ワ
イ
ン

の
醸
造
に
努
め
て
き
た
と
の

こ
と
で
、「
山
ぶ
ど
う
」
は

も
と
よ
り
「
ぶ
ど
う
全
般
」

「
り
ん
ご
」「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」

「
さ
る
な
し
」
な
ど
、
県
内

外
か
ら
原
料
と
な
る
果
実
を

調
達
、
様
々
な
味
わ
い
の
ワ

イ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

各
地
の
特
産
品
開
発
に
も
寄

与
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

利
益
率
が
高
い
直
売
に
よ

る
販
売
の
拡
大
、
地
元
産
原

料
の
増
量
に
向
け
た
生
産
者

の
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

●�

一
般
社
団
法
人
葛
巻
町

畜
産
開
発
公
社

　

北
上
山
系
開
発
事
業
で

整
備
さ
れ
た
公
共
牧
場
の

管
理
運
営
、
酪
農
家
か
ら

仔
牛
を
預
か
り
育
て
返
す

預
託
事
業
な
ど
、
酪
農
振

興
の
中
枢
地
と
し
て
昭
和

51
年
に
会
社
を
設
立
し
、

当
初
は
町
内
酪
農
家
の
仔

牛
だ
け
預
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
関
東
か
ら

約
１
３
０
０
頭
の
仔
牛
を

預
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

畜
産
部
門
の
ほ
か
、「
牛

乳
」「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
チ
ー

ズ
」な
ど
の
乳
製
品
製
造
・

販
売
部
門
、「
レ
ス
ト
ラ

ン
」「
体
験
牧
場
」「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
」
な
ど
の

交
流
製
造
部
門
な
ど
様
々

な
事
業
を
展
開
し
、
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

議
特　別

会
政
治
倫
理
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例

特
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委
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告

特
別
委
員
会
報
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

総
務
文
教
・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修

総
務
文
教
・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修

10
月
24
日
（
金
）

政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

調
査
件
名　

●
広
野
町
議
会
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

12
月
23
日
（
火
）
～
12
月
24
日
（
水
）

視

察

先　

岩
手
県
葛
巻
町

研
修
内
容　

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
地
域
振
興
に
つ
い
て

10
月
20
日
（
月
）
～
10
月
22
日
（
水
）

視

察

先　

神
奈
川
県
真
鶴
町
・
静
岡
県
掛
川
市

研
修
内
容　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

特別委員会の様子

ワインジュース工場

神
奈
川
県
真
鶴
町

静
岡
県
掛
川
市

視察研修の様子（神奈川県真鶴町）

に
つ
い
て
も
整
備
の
必
要

性
が
あ
る
と
結
論
付
け
、

今
後
の
調
査
で
協
議
し
て

い
く
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。


